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                                                                       〈報道各紙掲載記事より抜粋〉 

《国内・国際》     
11/5  有給休暇取得 平均で年９日 

厚生労働省がこのほど発表した就労条件総合調査によると、２０１１年の年次有給休暇の取得率は４９．３

％だった。前年より１．２ポイント上がった。取得率が５０％を下回るのは１２年連続。ここ数年は増えてい

るが、政府が新成長戦略で目標とする「２０２０年までに７０％」には遠い。企業規模別に取得率をみると、

１千人以上の会社は５６．５％、３００～９９９人は４７．１％、１００～２９９人は４４．０％、３０～９

９人は４２．２％だった。小さい企業ほど、取りづらい環境にある。従業員３０人以上の企業６１２８社を対

象に調査。４３５５社から回答を得た。  
 
11/13  米国への留学 中国の１０分の１ 
 ２０１１年秋に始まった学年に日本から米国の大学に留学した学生数が、前年度より６．２％減の１万９９

６６人になった。中国から米国への留学生は２３．１％増の約１９万４千人で、日本の９．７倍(前年度は７．

４倍)に達し、国・地域別留学生数で３年連続で１位になった。米国際教育協会(ＩＩＥ)が１２日発表した。日

本はピークの１９９７～１９９８年度(約４万７千人)から６割近く減少し７位。中国に次ぐ２位はインド、３

位は韓国となっている。２０１０～２０１１年度に米国から海外留学した大学生数では、日本は「地震と津波

の影響で留学プログラムが注視するなどしたため(ＩＩＥ)」３３．０％減少。留学先ランキングで前年度の１

１位から１４位に下がった。 
 
11/28  大学生 内定率 改善 ６３％ 
 来春卒業予定の大学生の就職内定率は１０月１日現在、前年同期比３．２ポイント増の６３．１％だったこ

とが２７日、厚生労働、文部科学両省の調査で分かった。増加は２年連続で２００８年秋のリーマン・ショッ

ク後の低水準から持ち直した。ただ、好調だった２００７年などと比べると６ポイント以上低い。約１５万７

千人が内定を得られていないと推計され、依然厳しい状況は続いている。政府は景気が後退局面に入った可能

性を認めており、厚労省は「これから中小企業の採用活動が本格化するが、先行きには不透明感もあり予断を

許さない」としている。 
 
《県内》  
 11/2  仕事は短く 睡眠は長く 

総務省の２０１１年の社会生活基本調査によると、県民の１日の平均睡眠時間は７時間４７分で、２００６

年の前回調査比べ５分長くなった。一方、平均の仕事時間は６時間８分で同６分短くなった。長引く不況の影

響などで仕事時間が短縮され、自由に使える時間が増えたとみられる。生活に関わる時間の配分や余暇の活動

状況などを調べる５年ごとの調査で、全国約２０万人(１０歳以上)を対象に実施。県内では無作為抽出で約１

６００世帯、３８００人について２０１１年１０月２０日現在の状況を調べた。１日の睡眠時間の男女別は男

性が７時間５９分、女性は７時間３７分。前回に比べ男性が７分、女性が４分延びた。男性が女性より２２分

長く、男女差は前回より３分拡大した。 

 

11/21  障害者 雇用率 ２．２８％ 県内民間 ３年連続 全国１位 
 山口労働局は県内事業所の障害者雇用状況(６月１日現在)を発表した。障害者を雇用する義務がある民間企

業の実雇用率は２．２８％で前年と比べ０．０４％上昇し、３年連続で全国１位となった。法定雇用率１．８

％が適用される労働者５６人以上の７４６社を調査。雇用されている障害者の数は３４２６．５人で前年と比

べ５１人増加し、過去最高を更新した。企業規模別の実雇用率は５６～９９人規模２．０６％、１００～２９

９人規模１．６５％、３００～４９９人規模１．７２％、５００～９９９人規模１．７０％、千人以上規模３．

７６％だった。公的機関の実雇用率は、県２．５５％、県警１．８８％、県教委１．８７％、市町２．３８％

だった。 

 
11/23  県内 いじめ ４０５件 
 山口県教委は２２日、文部科学省のいじめなどの緊急調査における県内公立学校の結果を公表した。調査対

象期間の今年４～８月に学校が把握した、いじめの件数は４０５件。県教委によると、文科省の通知を受け、

県内でも全ての小中高校と特別支援学校、中等教育学校を対象に調査を実施した。調査結果で県内の公立学校

のいじめ認知件数は４０５件(２０１１年調査は４９８件)、児童生徒千人当たりの認知件数は２．９件だった。

認知件数の内訳は、小学校１７０件(同１５５件)、中学校１８５件(同２９４件)、高校３５件(同４件)。認知

したいじめのうち、調査時点での解決率は７９．０％(全国７８．９％)だった。 


